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宇宙開発戦略本部及び総合海洋政策本部への申し送り事項 

平 成 23 年 12 月 ６ 日 （ 火 ） 

予算編成に関する政府・与党会議 

１．  平成 25 年度予算以降の「宇宙」「海洋」分野における取組

みに当たっては、同分野が今後重要となるフロンティア分野

であることから、より効率的・効果的な施策に対して、限ら

れた予算を重点配分していく必要がある。 

２．  そのため、概算要求以前の段階から、「宇宙開発戦略本部」

及び「総合海洋政策本部」において各府省の「宇宙」「海洋」

分野の政策をよくレビューする必要がある。 

３．  具体的には、平成 25 年度予算以降の「宇宙」「海洋」分野

の概算要求に当たっては、 

① 各府省の政策（予算要求）に重複や無駄がないか

② 各府省相互の連携が取れているか

③ 限られた予算の中での優先順位付けや効率化努力がな

されているか 

について、両本部で十分に検討した上で、各府省から概算要

求を行うべきである。 
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